
９
圏
域
を
設
定
し
広
域
連
携
検
討

札
幌
市

岸
管
理
者
は
副
市
長

池田氏

具
体
的
方
策
や
県
の
役
割
明
確
に

長
野
県
は
県
内
の
水
道
が

目
指
す
べ
き
方
向
性
や
と
る

べ
き
方
策
・
連
携
策
を
示
し

た「
長
野
県
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」

（
目
標
年
度：

平
成
�
年
度
）

を
策
定
し
た
。
基
本
理
念
を

「
人
口
減
少
社
会
の
中
で
安

心
・
安
全
な
水
道
水
を
届
け

る
」
と
し
、
そ
れ
を
進
め
る

た
め
の
３
つ
の
基
本
目
標
▽

持
続
可
能
な
水
道
事
業
経
営

▽
災
害
に
強
い
強
靭
な
水
道

の
構
築
▽
安
心
安
全
な
水
道

水
の
供
給
―
を
定
め
た
。
ま

た
、
経
営
基
盤
の
強
化
に
向

け
て
は
、
個
々
の
事
業
体
が

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
と

と
も
に
、
単
独
で
の
取
り
組

み
に
は
限
界
も
あ
る
こ
と
か

ら
、広
域
連
携
を
推
進
す
る
。

長
野
県
の
水
道
は
上
水
道

が
�
事
業
、
簡
易
水
道
が
２

４
１
事
業
と
な
っ
て
お
り
、

小
規
模
な
水
道
事
業
者
が
多

い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
１

事
業
あ
た
り
の
職
員
数
が
少

な
く
高
齢
化
し
て
い
る
ほ

か
、
料
金
収
入
だ
け
で
は
経

営
で
き
な
い
簡
易
水
道
な
ど

が
存
在
す
る
。
ま
た
、
山
間

部
に
集
落
が
点
在
す
る
な

ど
、
小
規
模
な
水
道
事
業
が

多
く
、
配
水
の
効
率
化
が
難

し
い
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱

え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
課
題

に
対
し
、
県
で
は
水
道
ビ
ジ

ョ
ン
を
策
定
し
、
具
体
的
な

方
策
や
県
の
役
割
を
示
し

た
。
具
体
的
な
方
策
に
つ
い

て
は
、
特
に
優
先
順
位
が
高

い
項
目
に
つ
い
て
、
指
標
と

そ
の
目
標
値
を
設
定
し
た
上

で
、
重
点
的
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
た
。

広
域
連
携
の
方
向
性
と
し

て
は
、
給
水
区
域
が
近
接
し

て
い
る
平
地
部
な
ど
に
お
い

て
は
、
広
域
的
な
水
道
事
業

体
へ
の
集
約
を
目
指
す
ほ

か
、
山
間
部
に
給
水
区
域
が

点
在
し
て
い
る
簡
易
水
道
事

業
者
等
に
対
す
る
支
援
体
制

を
構
築
す
る
。
広
域
連
携
を

検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

自
然
的
条
件
へ
の
適
合
、
住

民
の
生
活
圏
と
し
て
の
一
体

性
な
ど
の
視
点
に
配
慮
し
、

９
つ
の
圏
域
�
地
区
を
設
定

し
た
。
ま
ず
は
圏
域
ご
と
に

検
討
の
場
を
設
け
、
地
域
の

実
状
、水
道
事
業
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
多
様
な
連
携
形

態
を
採
用
し
な
が
ら
、
段
階

的
に
連
携
を
拡
大
し
て
い

く
。
技
術
的
業
務
の
共
同
化

や
事
務
の
代
行
、
技
術
者
バ

ン
ク
の
創
設
な
ど
、
集
約
に

参
加
が
困
難
な
簡
易
水
道
事

業
者
に
対
す
る
支
援
策
も
構

築
す
る
。

県
の
担
当
者
は
「
現
状
か

ら
一
歩
進
ん
で
新
し
い
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
と
い
う
考
え

を
共
通
認
識
と
し
て
皆
さ
ん

に
持
っ
て
ほ
し
く
、
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
と
い
う
形
で
方
向
性

を
明
確
に
示
し
た
。
広
域
連

携
に
つ
い
て
は
、
地
域
ご
と

に
進
み
方
も
異
な
る
と
思
う

広
島
県
企
業
局
は
現
在
、
３
水
道

用
水
供
給
事
業
（
広
島
・
沼
田
（
ぬ

た
）
川
・
広
島
西
部
地
域
）
で
、
県

内
�
市
５
町
と
愛
媛
県
内
１
町
に
水

道
用
水
を
供
給
し
て
い
る
。
最
も
古

い
広
島
水
道
用
水
供
給
事
業
は
、
昭

和
�
年
４
月
か
ら
給
水
を
開
始
し
て

お
り
、
施
設
の
一
部
で
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
。

「
特
に
水
管
橋
や
ピ
ッ
ト
内
配
管

で
は
、
腐
食
で
管
の
肉
厚
が
薄
く
な

り
、
溶
接
で
の
補
修
は
ス
ペ
ー
ス
な

ど
の
問
題
で
、
従
来
の
補
修
工
法
で

は
困
難
な
現
場
も
あ
り
ま
す
。
通
水

し
な
が
ら
の
補
修
が
求
め
ら
れ
、
こ

れ
ら
の
補
修
方
法
な
ど
を
検
討
し
て

い
た
と
こ
ろ
、『
ウ
ル
ト
ラ
パ
ッ
チ
』

の
製
品
紹
介
を
受
け
ま
し
た
」
と
説

明
す
る
の
は
、
岡
田
和
行
・
同
局
技

術
部
長
。

「
ウ
ル
ト
ラ
パ
ッ
チ
」
は
、
管
路

な
ど
の
腐
食
が
あ
る
箇
所
に
Ｆ
Ｒ
Ｐ

シ
ー
ト
を
貼
り
付
け
、
紫
外
線
照
射

で
硬
化
し
て
補
修
す
る
工
法
で
、
採

用
実
績
が
近
年
増
え
て
き
て
い
る
。

「『
ウ
ル
ト
ラ
パ
ッ
チ
』
は
断
水

や
溶
接
を
せ
ず
、
漏
水
箇
所
を
補
修

で
き
ま
す
。
従
来
の
補
修
工
法
で
は

対
応
が
難
し
い
現
場
に
も
有
効
で
、

機
会
が
あ
れ
ば
採
用
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
し
た
」（
岡
田
部
長
）。

同
局
は
平
成
�
年
度
、「
ウ
ル
ト

ラ
パ
ッ
チ
」
を
φ
３
０
０
水
管
橋
で

初
採
用
。
市
に
管
理
委
託
し
て
い
る

施
設
で
も
、
市
と
協
議
の
上
、
平
成

�
年
度
に
立
坑
内
配
管
管
路
（
φ
５

０
０
、
φ
４
０
０
）、
平
成
�
年
度

に
海
底
管
立
ち
上
が
り
部
ピ
ッ
ト
内

配
管
（
φ
５
０
０
、
φ
６
０
０
）、

φ
２
５
０
水
管
橋
で
採
用
し
た
。

後
藤
博
光
・
同
局
水
道
課
長
は

「
漏
水
補
修
し
た
管
種
は
鋼
管
で
し

た
が
、
い
ず
れ
も
断
水
を
伴
わ
ず
に

施
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現

在
の
と
こ
ろ
、
補
修
箇
所
で
は
漏
水

が
発
生
し
て
お
ら
ず
、
問
題
あ
り
ま

せ
ん
」
と
説
明
す
る
。

同
局
で
は
平
成
	
年
度
も
φ
３
５

０
水
管
橋
で
採
用
を
予
定
し
て
お

り
、「
県
内
に
は
水
管
橋
が
１
２
２

カ
所
あ
り
ま
す
。
漏
水
の
危
険
性
が

高
い
現
場
な
ど
で
も
、
予
防
保
全
的

に
採
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」（
後
藤
課
長
）
と
語
る
。

岡
田
部
長
は
「
今
後
は
水
運
用
状

況
な
ど
を
踏
ま
え
、『
ウ
ル
ト
ラ
パ

ッ
チ
』
の
耐
久
性
や
耐
用
年
数
な
ど

を
検
証
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。こ
れ
ら
の
情
報
提
供
と
と
も
に
、

よ
り
安
価
な
価
格
設
定
や
専
門
業
者

以
外
で
の
施
工
体
制
な
ど
に
期
待
し

た
い
で
す
ね
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

施
設
の
長
寿
命
化
な
ど
に
有
効
な
新

技
術
な
ど
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に

情
報
収
集
し
な
が
ら
、
状
況
に
応
じ

て
採
用
す
る
一
方
、
職
員
の
技
術
研

修
な
ど
も
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き

ま
す
」
と
強
調
し
た
。

東
京
都
水

道
局
は
２
月

�
日
、
優
れ

た
職
員
提
案

や
職
員
を
表

彰
す
る
「
平

成
�
年
度
東

京
都
水
道
局

表
彰
式
」
を

行
い
、
醍
醐

勇
司
・
同
局

局
長
が
受
賞

者
に
賞
状
を
手
渡
し
た
。

職
員
提
案
は
日
頃
の
業
務

の
改
善
に
向
け
た
提
案
を
表

彰
す
る
も
の
で
、
今
年
は
１

４
４
件
の
応
募
が
あ
り
、
こ

の
う
ち
最
優
秀
賞
に
１
件
、

優
秀
賞
に
５
件
が
選
ば
れ

た
。最

優
秀
賞
は「
Ｓ
Ｓ
Ｔ（
ス

ー
パ
ー
サ
ー
ビ
ス
ツ
ー
ル
）

の
作
成
（
採
水
ポ
ン
プ
引
上

げ
、
据
え
付
け
用
）」
を
提

案
し
た
金
町
浄
水
管
理
事
務

所
三
郷
浄
水
場
に
所
属
す
る

グ
ル
ー
プ
「
保
全
工
作
＆
Ｍ

Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
」
に
贈
ら
れ

た
。
提
案
の
内
容
は
配
水
池

や
ろ
過
池
な
ど
の
水
中
ポ
ン

プ
を
引
き
上
げ
る
際
に
滑
車

を
設
置
し
、
よ
り
安
全
で
効

率
的
に
作
業
を
進
め
る
と
い

う
も
の
。

職
員
表
彰
に
つ
い
て
は
、

概
ね


年
以
上
勤
務
し
て
お

り
成
績
が
優
秀
な
職
員
８
人

と
電
気
主
任
技
術
者
の
資
格

を
有
し
長
年
貢
献
し
た
職
員

１
人
を
表
彰
し
た
。

醍
醐
局
長
は
「
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
が
局
事
業
の
向
上

に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
創
意

工
夫
を
凝
ら
し
取
り
組
み
、

熱
意
を
も
っ
て
職
務
に
励
む

姿
は
心
強
い
。
努
力
の
成
果

が
東
京
水
道
の
更
な
る
発
展

に
つ
な
が
る
よ
う
願
っ
て
い

る
」
と
あ
い
さ
つ
し
受
賞
者

に
更
な
る
期
待
を
寄
せ
た
。

水
道
事
業
管
理
者
に
池
田
氏

札
幌
市
の
水
道
事
業
管
理

者
に
４
月
１
日
付
で
池
田
佳

恵
・
市
民
文
化
局
長
が
就
任

す
る
。
現
任
の
岸
光
右
・
水

道
事
業
管
理
者
は
４
月
１
日

付
で
副
市
長
に
就
任
す
る
予

定
。池

田
氏
は
北
海
道
大
学
経

済
学
部
を
卒
業
後
、
昭
和
�

年
に
札
幌
市
へ
入
庁
。
豊
平

区
市
民
部
豊
平
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
所
長
、
経
済
局
産

業
振
興
部
産
業
振
興
課
長
、

観
光
文
化
局
文
化
部
長
、
清

田
区
長
、
市
民
ま
ち
づ
く
り

局
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。
昭

和
�
年
２
月

日
生
ま
れ
の

�
歳
。

施
設
の
長
寿
命
化
な
ど
に
補
修
材

『
ウ
ル
ト
ラ
パ
ッ
チ
』
が
大
き
く
貢
献

“東京水道の更なる発展に”
東京都水道局

職員提案と職員を表彰

長長野野県県水水道道ビビジジョョンンをを策策定定
長野県

職員提案の受賞者と局幹部ら

職員表彰の受賞者らと局幹部ら

ルポ

２０１７年（平成２９年）３月２７日（月曜日）

水
管
橋
等
漏
水
補
修
で
採
用

広
島
県

企
業
局

断
水
・
溶
接
困
難
現
場
に
有
効

広
島
県
企
業
局
は
、
水
管
橋
や
ピ
ッ
ト
内
の
露
出
配

管
な
ど
の
補
修
・
長
寿
命
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
紫

外
線
硬
化
型
の
Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
ガ
ラ
ス
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
）
シ
ー
ト
の
補
修
材
（
阿
南
電
機
製
、
製
品
名
「
ウ

ル
ト
ラ
パ
ッ
チ
」）
を
採
用
し
、
大
き
な
成
果
を
上
げ

て
い
る
。
本
紙
で
は
製
品
の
採
用
背
景
や
現
状
、
今
後

の
採
用
予
定
な
ど
に
つ
い
て
、
同
局
の
担
当
者
に
ル
ポ

し
た
。

（
大
阪
新
聞
部
・
石
上
和
弘
）

岡田部長

「ウルトラパッチ」を貼り付けて紫外線

照射で硬化

後藤課長


